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1　は　じ　め　に

都市ごみ焼却場集じん灰には，Pb，Cd等の有害成分

が高濃度に含まれていることから，平成3年10月5日

に改正された廃棄物の処理及び清掃に関する法律によ

り，特別管理一般廃棄物とされ，平成7年度からは定

められた方法による処理を行わなければ埋立処分はで

きなくなった。特別管理一艇廃棄物とLて定められた

処理方法は，①溶融，②セメント固化，③薬剤処理，

④醸等による処理の4つがあるが，このうち②のセメ

ント固化による方法が経済性及び技術的な面から最も

多く用いられようとLている。今回，セメント固化法

について，重金属の溶出可能性を評価するため，浸痘

試験を行ったので報告する。

2　方　　　法

2・1試　　　　料

市町村等のごみ焼却場集じん灰固化物2検体とその

表1　分　析　試　料

試料　A 試料　B

形 状

焼却炉の型式

不定形で長径1 0c皿毒度 深摸4 c皿X3．5 c皿のペレット

非常に堅い ややもろい

全遠点式ストーカ炉 全速凌式ストーカ炉

集じん方式 爪■タ’7イカター（BF ） 電気集じん凄（E P）

H C l対策 滑石庚噴霧 集じん後生石灰噴霧

処理対象 康却灰：集じん灰＝

4 ：3 ほ孟比）

強化セメント3％添加

集じん灰

セメント割合 ボルトランドセメント15％添加

＊現：大気保全課

破砕物を実験に用いた。表1に試料の特徴等を示す。

試料は採取後約10ケ月経過している。破砕物は5mm目

ふるい下0．5mm巨】以上のものを試料とした。

2・2　浸漬試験

現行の溶出試験法では，セメント固化物も破砕して

評価することになっている。しかLながら有姿と破砕

物では，溶出に差があることが予想される。処分は固

化物とLて行われるのであり，で童るだけ有姿で評価

するのが望まLいと考え，浸漬試験という方法を用い

て有姿と破砕物を比較Lた。

2・2・1　浸講読験方法

試料について，有姿試料は50～70g，破砕試料は50

gを使用L，1リットルのポリエチレン容器に入れ10

倍量（重量）の液に浸潰した。浸演液は塩酸酸性で

p注1（pE計の表示でpBl±0．1），pH4（p‡4±Otl），

及び純水とした。試料は1週間，1月，3月，6月，

1年間の期間別に5つを作成し，室温で放置した。そ

して，一定期間ごとに試料をGB／Bでろ過した後，

ろ液を分析した。

2・2・2　測定項目

pH及び重金属成分として，Cd，Pb，T－Ig，Cu，Zu，

T－Cr，Fe，h，塩類としてNa，K，Ca，晦，ABを分析した。

2・2・3　分析方法

分析方法のうち，溶出試験，浸潰試験については表
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衰2　分　析　方　法

方　　法
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J王S　瓦　0102　55．

庁　　　　　54．

■■■■■■亜＝

〝　　　　　53．

■■■■■駈亜＝

■■■■■回田

2　MIBK抽出復原子政光分析

2　　　　　　J

2　　　　　　J

2　　　　　　J

l．4　工CP発光分析

1．2　　　　J

J　　　　57．3　　　　　　J

〝　　　　　56．4　　　　　　J

ICP発光分析

ICP発光分析

JIS K OlO2　50．3　　　工Cp発光分析

〝　　　　　51．3　　　　　　　よ

耳　　　　　58．3　　　　　　J

2による。含有量試験は，T一触については底質調査方

法1），Pb，Cd，Cu，Zu，T－Crについては，試料を王水

分解後，ろ過し，不溶解分については，炭酸リチウム，

はう酸を用いたアルカリ溶融による処理2）を行い，こ

れらの溶液をICP発光分析装置で分析Lた。

2・3　繰り返し違逼試演

長期間の浸漬では，pHの上昇が溶出に大きく影響す

るため，浸演液のpHを一這に保つ試みとLて，浸清液

を一週間ごとに入れ替え，これを繰り返Lて溶出の状

況を調べた。

2・3・1　試験方法

浸清1年経過後の試料について，iO倍量の浸漬液に

1週間浸凄Lた後，GF／Bでろ過Lろ液を分析した。

浸潰液は2・2と同様に純水，pH4液，pHl液の3種

類を作成した。ろ過後の試料は新たに10倍量の浸演液

を加え同様に繰り返して分析を行った。

2・3・2　分析方法

2・2・3の浸漬試験方法と同じ方法により，行っ

た。

3　結果及び考察

3・1溶出試験結果

試料A，Bとその処理前の集じん灰について，環境

庁告示第13号による溶出試験を行った結果は，表3の

とおりである。表中，試料A，BをそれぞれA固化物，

B固化物と表記している。
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集じん灰の溶出試験結果では，試料AのPbが基準値

の0．3mg／ゼを大きく超過している。試料Bでは，

集じん灰の溶出値は小さいが，固化物は基準値を超え

ている。これは，セメント固化によりp即直が高くなり，

溶出しやすくなったためと考えられる。

衰3　環境庁告示第13号による溶出試験結果

単位：mg／ゼ（pHを除く）

試料 A 集 じん灰　 B 生 じん灰　 A 固化物　　 B 固化物

田 12 ．4　　 10．6　　 12．1　　　 11 ．6

田 28 ．2　　　 0．02　　　 0 ．75　　　　 0 ．43

田 く0．002　　　 0 ．053　　 く0．002　　　 く0 ．002

Cu 0 ．09　　　 く0 ．01　　 0，04　　　 〈0．02

Zn 4．4　　　 0 ．03　　　 0．12　　　　 0．38

ト Cr 〈0 ．05　　　 0 ．49　　　 く0 ，05　　　　 0 ．06

T一首g 0．0014　　 く0．0005　　 〈0 ．0005　　　 く0 ．0005

3・2　含　有　量

含有量試験結果を衰4に示す。

衰4　含有量試験孝吉果

試 料 A 固 イヒ物　　　　 B 固 イヒ物

（皿g／k g ）　　 （m g／k g ）

P b 1 1 0 0　　　　　　　 3 8 0 0

C d 3 6　　　　　　　 1 8 0

C u 1 9 0 0　　　　　　 1 6 0 0

Z n 4 2 0 0　　　　　 1 3 0 0 0

T－C r 4 1 0　　　　　　　 4 50

T－H g 2 ，5　　　　　　　　 2 ．1

3・3　浸講読験

浸演試験結果は，付表1－1～2－2のとおりとな

った。浸漬液については，簡便のため純水をpH7液，

pH4に調製した液をpH4液，PHlに調製した液をpHl液

と表記する。表中でpH7有姿とは，純水を浸漬液とし

た有姿の試料を意味する。破砕とは固化物を破砕した

試料のことである。

3・3・1　p目について

浸漬液のpEについては，pⅡ7とpⅡ4液は有姿，破砕

試料とも1週間後にp削2近くに上がり，その後ははぼ

同程度の値で一定となった。pH変化を図1に示す。
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pE7とpE4液の液性については，同一と見なせるので，

以後，試料の比較の際は一緒に扱うことにする。pHl

液については，試料Bの上がり方がゆるやかであるが，

最終的に全てアルカリとなった。

1過　　　1月　　　　3月　　　　6月　　　12月

－・ヰーÅ有姿pH7一視－A有姿p鮎－1‥B有姿p耶‥○－－B有姿pH4

・－0‥A破砕pH7一日‥A破砕p注4一合－B破砕pfr7－0－B破砕pH4

→試料A，B pH7，pⅡ4液一

因1－1　pH　の　　変　化
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1遇　　　1月　　　　3月　　　　6月　　　12月

－－一寸－A有姿p凱・－0一一A破砕pHl一発一B有室戸阻－」ヨーB破砕p阻

一試料A，B pHl液一

因1－2　pH　の　変　化
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3・3・2　Pbについて

図2はPbの濃度変化である。図2－1の試料Aは，

有姿については，1週間後に溶出濃度が最大になり，

破砕物についても，1月後に最大となって，いずれも

溶出基準値を超えてしまっている。図2－2の試料B

についても，1月後にピークがあり，溶出基準を超え

た。試料A，Bとも，溶出のピークを示した後，次第

に濃度が減少する傾向が見られたが，これは溶出した

後，器壁への吸着や，凝集して再沈殿を起こしている

ものと考えられる。

固化物と破砕物という形状の違いによる差は，図か

ら認められるものの，図2－1の試料Aではやや有姿

の値が高く，図2－2の試料Bでは破砕物の値が高く

なっており，必ずしも破砕物の方が溶出しやすいとは

いえない結果になった。
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図2【3は，pHl液の結果である。縦軸は対数目盛

となっている。Ⅰ週間後から1月後まで，試料Bは，

試料Aに比べかなり溶出濃度が高くなっている。試料

Aについては，1月後に溶出値が低くなっており，試

料王＝こついては，3月後以降，溶出濃度が減少してい

るが，これはpE7液，pE4液の試料と違い，p掴i中性

から弱アルカリ性の領域に移行していくことに対応し

ているものと思われる。

1過　　　1月　　　　3月　　　　6月　　　12月

一牒トーA有姿pH7・－O”A破砕pH7一孤－A有姿p牲ト」ヨーA破砕pH4

【試料A pH7，pE4液一

図2－1　Pb　の　濃　度　変化

1遇　　　1月　　　　3月　　　　6月　　　12月

－1トーB有姿p王Ⅳ・一0一－B破砕pE7一対一B有姿p鮎」喜一B破砕p鮎

一誌料B pH7，pH4液一

因2－2　Pb　の　濃　度変化

mg／1
100
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1

0．1

0．01

1遇　　　1月　　　　3月　　　　6月　　　12月

十A有姿pfn・－0－－A破砕pffl一トB有姿饉卜号・破砕pfIl

一試料A，B pHl液一

因2－3　Pb　の　濃　度変化
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3・3・3　Cdについて

試料A，BのpH7，pH4液は不検出であった。試料

AのpHl液は不検出，試料BはPbと同様に初期に高濃

度であり，次第に減少する傾向が見られた。

3・3・4　Znについて

図3－1の試料Aでは，有姿のpH4液の溶出値にば

らつきが見られる。3月後では，pH7液の値とかなり

異なっている。3月後以外では，有姿と破砕物の差は，

あまり出ていない。図3－2の試料Bでは，破砕物の

値の方が高くなり，1月後をピークに次第に減少して

いる。
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1週　　　1月　　　　3月　　　　6月　　　12月

一寸ーーÅ有姿p肝・－0一－Å破砕pH7一トÅ有姿p鮎一首・A破砕pH4

一式料A pH7，pH4液一

因3【1Z□の　濃度変化
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1過　　　1月　　　3月　　　6月　　　12月

＋B有姿pH7・－0－－B破砕p耶一ト8有姿p鮎一意一B破砕p鮎

一試料B pH7，pE4液一

因3－2　Znの　濃度変化

3・3・5　Cuについて

試料Aについての濃度変化を図4に示す。破砕物の

濃度がやや高い傾向があるがそれはど差はない。そし

て時間経過とともに次第に濃度が上昇している。試料

BはpH7，pⅢ4液で不検出であった。

二二二二三‾－…‾‥‾‥‾…二

一………一…二＝三
二F・±二三二二‾l‾‾㌢＿

1過　　1月　　　3月　　　6月　　　ほ月

＋A有姿p貯・－0‥A破砕pH7－トA有姿p鮎一日－A破砕p鮎

一試料A pE7，pH4液一

図4　Cu　の　濃度変化

3・3・6　　丁　－　C r

図5に試料Bの濃度変化を示す。破砕物の濃度が高

く，時間経過とともに次第に濃度が上昇している。試

料AはpⅡ7，pH4液で不検出であった。

1過　　　1月　　　　3月　　　　6月　　　12月

＋B有姿p好一－0－－B破砕pH7一トB有姿p王掲一首・B破砕p鮎

一議料B pE7，pH4液一

因5　T－Crの濃度変化

3・3・丁　塩類について

試料Aでは，全般的にCaの濃度が高く，試料Bでは

Ⅳa，Ⅹの濃度が高かった。また，試料BのpH7，pH4液

で，次第にAゼが溶出してきた。

3・4　繰り返し浸遺託嶺

浸潰液を1週間ごとに入れ替え，これを繰り返して

溶出の状況を調べた。浸演1年後の試料を用いて，

p打7，pH4，班1液で溶出させた。図6にpEの変化を

示す。

試料A，Bにおいて，PH7液とpH4液のp軌は5回線

り返してもpElO以下には下がらなかった。p托1液は，

繰り返し1回目の浸潰でp珪2以下となりその後はぼ嶋

定となった。重金属濃度については，pH7液とp打4液

において，繰り返し1回目の浸演でわずかに検出され



る試料があったものの，2回目以降ははとんど不検出

であった。2回目以降検出された試料Aの有姿につい

て，重金属の濃度変化を図7－1に示す。Pbがわずか

に検出されているが，破砕のpH4液では繰り返し1［司

白から不検出であった。

pHl液における重金属の濃度変化について，試料A，

Bとも，5回繰り返しても濃度はほとんど減少しなか

った。試料Aの破砕物についての濃度変化を図7－2

に示す。
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図6　繰り返L浸漬試験におけるpH変化
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－試料A有姿，pH4液一

図7－1繰り返し浸清試験における
重金属の濃度変化

繰返1回目　2回目　　3回目　　4回目　　5回目

＋Cd・－J－－P b　→▲－Cu一一合岬Zn

一誌料A破砕，pEl液一

因7－2　繰り返し浸演試験における

重金属の濃度変化
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4　ま　と　め

（1）セメント固化物のアルカリ性は高く，告示法によ

る溶出試験の結果，試料Bでは，セメント回化物の

方がpE，Pbともに処理前の集じん灰を上回った。浸

漬試験において，pH7，pH4液試料では有姿物，破

砕物とも1週間後にはpHがはぼ12前後になり，その

後はとんど一定となった。

（2）Pb，Znで溶出濃度が時間経過に伴い次第に低下す

る傾向が見られた。これは，比較的短期に高濃度に

溶出する物質と考えられ，溶出後吸着，凝集等で再

沈澱を起こしているものと思われる。有姿物の方が

重金属の溶出濃度が高くなるものも見られたが，こ

れは，破砕物の試料の方が微粒子を多く含み，吸着，

凝集等で再沈澱を起こしやすいことが考えられる。

一方Cu，T－CrはこのpHでは初期の溶出濃度はあまり

高くなく，次第に増加する傾向があった。

（3）有姿においても高アルカリでは，基準値以上の濃

度でPbが溶出した。有姿と破砕物では，破砕物の方

が必ずしも溶出濃度が高いという結果にならず，ま

た，その差についてもそれはど大きなものではなか

ったと思われた。Lたがって形状によりそれほど大

きな差は見られないことと，有姿においても，基準

値以上の濃度でPbが溶出Lたことから，固化による

物理的な封じ込め効果はあまりないのではないかと

考えられる。

（4）溶出液のpHをできるだけ一定に保っよう繰り返L

浸清試験を行った。pH7，pH4液は試料のアルカリ

性が高く，5回の溶出においても，溶出液のpⅢは高

いアルカリ性であった。また，班1液による溶出で

は，p勘は2以下で安定したが，重金属の溶出濃度は

低下しなかった。
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付表1－1浸漬液の濃度変化（重金属）

一誌料A－

項 目 試 料 A　　 l
遭 同 夜 1 月鼓　 3 月 蔑　 摘 覆　 12 月 夜

p ‡Ⅰ

pIi7有 睾

破 砕

pIまヰ有 畢
】鼓砕

p H l有 姿
破 砕

1 1 ．6　　 12 ・8　　 1 2 ・8

……‡蔓至芸ミ喜喜享ミ吾妻董‡董…妻三重
3 ・3 1 1 ・9 1 1 t 7　 喜1 云…　 喜 1 去 芸

P b

（1 g ／ 且 ）

p 且 7 有 室

1捷 辞

p 王Ⅰ4 音 姿

破 砕

p E l 有 姿

攻 辞

≡ ：…≡　 芸 ：；…　 3 ：‡ ≡ 。 ．3 。 く 0 ・8 2

1 ．2　　 0 ・5 9　　 0 ・7 8　　 Q ・5 4　　 0 ・1 3

q ．4 1　 0 ・6 7　　 0 ・ヰ4　　 8 ・3 3　 く 0 ・0 2

●　 ●　　　　 ●　 ●　　　 ● ：　　　 一　 一

●　　 ● ；　 ●　　 ● ●　 ● ●　　　　　　　く 0 0 0 2　 く0 0 0 2

C d

く1 g ノ 色 ）

p I I 7 有 圭

扇 ＝ 斡

p Ii 4 有 姿

破 砕

p ti l 老 婆

く0 ．0 0 2　　 く 0 ・0 0 2　　 く0 ・0 0 2

く0 ．0 0 2　 く 0 ■0 0 2　 く0 ・0 0 2　 く 0 ・0 0 2　 ＜0 ・0 0 2

●　 ● ●　　　 ●　 ●●　　　 ●　 ● ●　　　 一　 ●●　　　 ●　 ● ●

●　 ● ●　　　 ●　 ●●　　　 ●　 ●●　　　 ● ・●●　　　 ●　 ●●

●　 ● ・●　　 ●　 ● ●　　　 ●　 一●　　　 ●　 ● ●　　　 ●　 ●●

2　　 く 0　 0 0 2　　 く8 ・8 0 2

C n

（1 g ノ 色 ）

p 芯7 者 姿

破 砕

p 胴 着 車

】酸 砕

p 】il 有 輩

破 砕

0 ．0 3 0 ・0 5 0 ・0 7 0 ・

0 ．0 3 0 ・0 7 0 ・1 6 0 ・Ⅰ8 8 ・1 t

0 ．0 3 0 ■0 6 0 ・0 8 0 ・1 0 0 ・0 9

● ● ● ● ● ● － ● ・ ● ●

● ・● ● ● ● ● ● ● ●

8 ．2 5 0 ，0 7 8 ・1 8 0 ・0 9 0 ・1 5　　0 1 0 0 0 9

Z n

（ ／ 色 ）

p ti 7 有 姿

】鼓 砕

p E 4 有 峯

鼓 砕

0 ．1 2　　　 0 ・0 9　　　 0 ・1 0

●　 ●；　　 ●　　　　 ●　 ●●　　　 －　 ● こ　　　 ●　 ● ・

0 ．1 3　　 0 ■1 4　　 0 －2 5　　 0 ・1 2　　 0 ・0 5

●　 ●●　　　 一　　　　 ●　 ● －　　　 ●　 ●　　　 ●　 ●

王宮

p II l 有 車　破 砕
●　 ●　　　　 ●　 ；　　 ●　 ●　　　 ●　 ● ；

；　 ●　　 ● ●　 一 ●　　 ● ●　　　　　　　　8 5　 く0 0 5

T → C r

（且 g ／ 且 ）

p ‡i 7 密 室

】鼓 砕

p H －1 音 量

】鼓 砕

p H l 有 畢

ぜ ‖ 津

く 0 ．8 5　　 く 8 ・0 5　　 ＜ 8 ・0 5　　 く 8 ■

＜0 ．0 5　　 く 0 ・0 5　　 く0 ・0 5　　 く 0 ・0 5　　 く0 ・8 5

●　 ●　　　 ●　 ●　　　 ●　 ●　　　 ●　 ●　　 ・●　 －

●　 ●　　　 ●　 ●　　　 ●　 ●　　　 ●　 ●　　　 ●　 ●

く 0 ．0 5　　 く0 ・0 5　　 明 ・0 5　　 く0 ・0 5　　 く0 ・0 5

く 0 ．0 5　 く0 ・0 5　 く0 ・0 5　 く 0 ・0 5　 く0 ・8 5　　　　　　　く 8 0 8 5 ＜0 0 8 （〕5

T － H g

（立 g ／ 旦 ）

p 杖 7 脊 峯

1破 砕

■● ・ ■封■F章

】睦 辞

Ⅰ用 1 竜 妾

l直 砕

く 8 ．8 8 8 5 ＜0 ・0 8 0 5 ＜ 8 ・0 8 0 5 8 －

● ■ ●● ● ●● － － ●●● ● ● ●● 一 棚 －

● ●●● ● ● 拍 ● ●●● ● ● ●● I ●● ●

● ●● ● ● ● ●● ● ●● ● ・● ● ●● ● ● ■●

く0 ．0 0 0 5 く 0 ・0 0 0 5 く 0 ・0 0 0 5 く 0 ・0 0 0 5 く 0 ・0 8 0 5

く 0 ．0 0 0 5 現 ・0 0 0 5 く 0 ・8 0 0 5 く軋 8 0 0 5 軋 0 8 0 5

付表2－1浸潰液の濃度変化（塩茸等）

ニ試料A肝
週 間 章　 1 月 章　 ヨ月 浸　 8 月 章　 1 2 月 壊

項 目

軍乱

（■g ／ 且 ）

試 料 A

p Ii7 青 草

1

7 日0　　 狙 8　　 7 5 8　 1 1 0 8　 1 1 8 8

破 帝・
6 6 0　　　 6 8 0　　　 6 3 0　　　 g 3 0　　 1 0 0 0

p IIヰ青 草

1直 辞

p li l 青 草

6 7 8　　　 9 3 Q　　 l O 8 0　　 1 1 0 8　　 1 2 8 0

5 8 8　　　 8 9 0　　　 8 g ロ　　　 粥 0　　　 9 9 0

7 1 8　　　 9 9 0　　　 4 9 0　 1 2 0 8　　 1 1 日0

6 9 0　　　 呂6 0　　　 6 耶　　　 9 6 8　　 1 1 8 8

芸

破 砕

p ‡i7 青 草

破 砕

p ‡Ⅰ4 有 車

6 5 8　　　 7 2 8　　　 7 7 0　　　 7 6 8　　　 7 9 8

5 6 8　　　 4 昌0　　　 6 ヰ0　　　 7 1 8　　　 7 0 8

石3 8　　　 7 4 0　　　 8 2 0　　　 名2 0　　　 8 乏0

（丑g ／ 旦 ） 】酸 帝 l

p til 有 吏

事故 帝

5 7 8　　　 6 9 0　　　 6 7 8　　　 7 9 8　　　 6 7 0

6 閏　　　 7 a O　　　 7 3 0　　　 8 3 0　　　 7 7 0

6 0 8　 銅 0　 石即　 8 8 8　 7 1 8　　　　　　　1 0 8　 3 0 （）0

C 且

（■g ／ 旦 〉

p E 7 有 峯

】鼓 帝

p R 4 有 姿

破 砕

ヱ名0 0　　　 3 （】8 0　　　 3 1 8 8　　　 3

●●　　　　 ●●　　　 一●●　　　 ；●●　　　　 ●●

2 9 0 8　　 3 1 0 0　　 3 1 ロ0　　 3 2 0 8　　 3 孟0 0

銅 0 0　　 3 1 0 0　　 2 6 0 0　　 3 0 0 0　　 出 0 0

p ‡11 ■者 姿
3 5 0 0　　 4 8 0 0　　 4 即 0　　 5 1 0 8　　 5 1 8 0

4 2 0 0　　 4 8 0 8　　 4 5 0 0　　 ヰ1 8 0　　 4 4 0 0

1 g

（1 g ／ 且 ）

p I王7 者 姿

破 砕

p E ヰ有 養

I鼓 砕

p ‡I l 者 車

】鼓 辞

●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●

＜0 ．1　 くQ ・1　 く8 ・1　 く0 ・1　 く0 －1

く0 ．1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1

く0 ．1　 く0 ・1　 く0 ・l　 く0 ・1　 く0 ・1

1 7　　　 8 ・3　　 くQ ・1　 く0 ・1　 く0 ・1

5 8　　 く8 1　　 く0 ・1　　 く0 、1　　 0 ・1

くQ l　　 ・Q l

A 且

く1 g ′ 凰 ）

p lI7 者 姿

窮‖跨

p Ⅱ4 官 吏

破 砕

p ‡王1 有 圭

0 ．3　　　　 0 ▲2　　　 くQ ・1

●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●

0 ．2　　　 0 ・2　　 く0 ・1　 く0 ・1　　 0 ・1

0 ．5　　 く0 ・1　 く0 ・1　　 0 ・1　　 0 ・2

ヱ5　　　 ヨ ・2　　　 0 ・2　　 ＜8 ・1　　 0 ・1

1 1　 く8 1　 く0 ・1　　 8 ・3　　 1 ・7

F e

（■g ／ 且 ）

破 砕

p II7 有 事

1瞭 辞

p E 4 有 姿

破 砕

p 壬il 者 ■萎

破 砕

く0 ．1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く8 ・1

く0 ．1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1

く0 ．1　　 く0 ・1　　 く0 ・1　　 ＜0 ・1　　 く0 ・1

くQ ．1　　 く8 ・1　　 くQ ・1　　 く0 －1　　 く0 ・1

5 ．8　　 く0 ・1　　 く0 ・1　　 く0 ・1　　 く8 ・1

1 ．0　 く8 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1　　　　　　　　　　　く0 1

■n

（五g ノ 旦 ）

p ‡Ⅰ7 青 菜

破 砕

p 肌 着 婆

寂 静

p E l 奇 襲

】寂 静

く0 ．1 く0 ・1 く0 ，1 く8 ・1

く0 ．1 く0 ・1 ＜0 ・1 く0 ・1 く0 ・1

く0 ．1 く0 ・1 く0 ・1 く8 ・1 く0 ・1

● ● ● ● ●

0 ．5 ＜0 ・1 く0 ・1 く0 ・1 く0 ・1

8 ．1 く0 ・1 く0 ・1 く8 ・1 ＜0 ・1

付表卜2　浸責液の濃度変化（重金属〕

一試料B－

項目

p王王

アb
（1g／且）

Cd
く1g／色）

試料B
p托7有拳攻辞
p丑4有婆破砕
p托1有圭破砕
p王壬7者萎破砕
pⅡ4有姿破砕
pHユ有吏破砕
pⅡ7脊萎窃＝浄
pl‡4有養破砕
p且1者拳破砕

1賢 苦 若 草 葦

1；：≡ 1…二… 1…：… 1…二三 1…二；
2 3　　 ヰ・6　 1 0 ・1　 1 0 ・7　 1 0 ・5

重義 ：葉 菜 毒薬 喜 董

● ●● ● ●● ● ●● ● ●－ 1 1●

● ●● ● ●● ● ●● ● ●● ● ●●

● ●● ● ●● ● ●I ● ●● ● ●●

く0 ．0 0 2 く0 ・8 0 2 く0 ・0 0 2 く0 ・8 0 2 く0 ・0 0 2
1 ．3　　 1 ・5　　 1 ・1　 1 ・1　 0 ・2 1

●　　 ● ●●　 ● ●●　 l l●　　　　　く 0 2　 く0 0 2

Cu．く1g／旦）
…芋蔓喜重量請書箋謹書箋‡蔓喜董婁隻董

ヱn

（旦g ／且 ）

p孔7者 杢

破 砕

p‡王4有 婁

覇‖浮

p til 有 圭

破 砕

0 ．1 8　　　 0 ■2 2　　　 0 ・0 8

≡：；三　3二；…　≡：…； 3：三…　く…二3；
8 ．ヱ3　　 8・83　　 8 ・21　 0・05　　 0 ・0 5

42　　　 62　　　 38　　　 2 1　 8 ・0 5

27　　 2 1 く0・02　 く芸・写…　 く害：……

T－C r

く上g／色）

pII7有 峯

破 砕

p E4 有 華
貰 ＿壬i・

p壬‡1者 峯
ぜ‖浄

3二：…　 芸二……　 3二…三 。．37　 0・5 5

…三……く…三……く…三三…く…：喜…＜…；……
0■12　 く0 ・0 5　 0孟 く。0孟 ＜。写孟

T一Ⅱg

（書g／象）

p‡I7有 華

】直辞

p‡王4有 車
蔽 砕

p‡11音 量

1鼓辞

く0．0（】0 5 ＜0 ・08 0 5 ＜0・

く8．800 5 ＜軋 8 00 5 く0・00 05 く0 ・8 80 5 く8・08 05

璃 ．00 0 5 く0 ・0 00 5 く0・00 0 5 ＜臣 8 00 5 軋 00 0 5

く0 ．8 8日5 く0－QO 85 軋 08 8 5 瑚 ・088 5 く0・00 0 5

瑚 ．0 88 5 ｛飢 ロ0 85 く0 ・0 08 5 札 80 85 く0 ・0 08 5

く0 ．0 00 5 く臣 08 05 く0 ・8 08 5 軋 08ロ5 く0 －0 00 5

付表2－2　浸溝液の濃度変化（塩類等）

一試料B一
澗 国 費　 1月 費　 ヨ月 費　 6 月後　 1 2 月蟄

が8

（粥 ／色）

pE 7 青 草

！直辞

p 韮ヰ青 草

破 砕l

p昆1青 草

2 50 8　　 27 88　　 2 78 8　　 38 88　　 那 8 0

銅 8 8　　 2即 8　　 ヱ68 0　　 2 呂88　　 2 畠80

28 80　　 ヨ40 ロ　　 2ら88　　 2 閃8　　 26 8日

ヱ7 00　　 2 四 8　　 苫7 08　　 三日0 8　　 玉章88

・●●　　　 ●●●　　　 －；●一　　　 ●●●　　　　 …

ヱ70 0　　 旦9 80　　 2 70 0　　 28 08　　 田 0 8
破 砕

n7 者 峯

2 68 8　　 26 0q　　 ヱ88 0　　 3 108　　 2 gO 8

監

（■g ／色）

p

鼓 浄

泄甘有妻

】鼓帝

p El 有 美

268 8　　 2 68 8　　 27 Qロ　　 2 908　　 388 8

訂 08　　 ヨ38 8　　 28 88　　 288 8　　 28 88

三－●　　　　 ●●　　　 こ●－　　　 ニ●●　　　 ●●●

ヱ7ロ8　　 2畠08　　 2 gO 8　　 ヱ9 88　　 ヨロ8 8

●　　　　　 描●●　　　　　 ■…

C 且

丑 二■

尋‖詩

p Ⅱ7 有 車

】狂砕

pti4 有圭

】寂静

p xl 脊 車

3 58　 450　 2 68

51q　 7ヱ0　 188　 11 8　　 糾
338　　　 5ヱロ　　　 30 8　　 1 30　　　 8 ヰ

53 0　　　 7 38　　 18 0　　　 97　　　 9 0

98 0　 16 08　 190 0　 1g OO　　 2 10 0

●●●　　　　 ●●　　　　 ●●　　　　 …　　 ・●●
寂 静

p 丑7 有 車

】鼓砕

p I‡4有 姿

】疎闊

p I11 有 事

】鼓辞

く0 ．1 ＜0 ・1 く0 ・1 く0 ・1 く0 ・1

く0 ．1 く0 ・1 く8 ・1 くq ・1 ＜0 ・1

1 g

く1g ／象）

くQ ．1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1

く0 ．1　 く8 ・1　 く0 ・1　 く0 ・1　 ＜0 ・1

57　　　 7 6　　　 71　　　 7 6　　　 71

■　　　　　　 ●　　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　　 ●

0 ．7　 0 ・3 1 ・2　 3 ・2　 5 ・9

3 ．1 く0 ・1 5 ・6　 17　 用

▲え

（暮g／史

plI7有 峯

1蔽辞

p 肌 着 董

破 砕

p IIl老 輩

8 ．6　　　 Q ・3　　　 0 ・8　　　 3 ・4　　　 6 ・5

3 ．3　　 く8 ・1　　 5 ・2　　 1 5　　　 18

1 50　　 12 0　　 1 ・0　　 く0 －1　　 く0 ・1

8 4　　　 16　　 1 ・3　　　 0 ・7　　 1 ・t＿＿

アQく1g′色）
薯「㌻ 妻妾を喜喜婁喜

；芋董董喜を喜を喜喜喜圭喜喜￥n

（1g／色）

破砕


